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地 を に 食品における製品差別化についての一考察 
－地域ブランドづくりが しやすい原 の を 的として－ 

 
農業・食品産業 研究 構 森尾昭文 

 
要  

 本 の 的は地域ブランドづくりが しやすい原 は、製品差別化してい い にブラン

ィングしよ としている め と らかにする とで る。 の め、地 が に ま る食品

般を 業 や商品 、 原産地 （ を く、地 が原産地を す ）、 品 （

と に し い ）の つに分 して、 を消費者が する要 が製品差別化で る

のかを考察し 。 

 考察の 果、地域ブランドと る は に と に分 る で り、 に ま

る地 と原産地が一 する のカントリー・オブ・オリジン効果によ て消費者に やす

い ので 。 と の は い がブランドオー ーを 別で る では い め、 の

の製品を消費者が する とは製品差別化に し い。ま 、 に する で地域ブ

ランドと る は まり い えに、 や と やすい のみが地域ブランドと

る。 

の め、地域ブランドと る は製品差別化してい い とが と で り、地域ブ

ランドをブランド とい で行 ている活動は効果を ら い 性が高い。 
 
キー ード 地域ブランド、ブランドの 能、製品差別化、カントリー・オブ・オリジン効果、

市 分化 
 

本 の 的と課題の  
 本 の 的は地域ブランドづくりが しやすい原 は製品差別化してい い にブラン ィ

ングしよ としている め と らかにする とで る。 の め、本 では地 が に ま

る食品 般に して消費者が する要 が製品差別化で るのかを考察する。 
 本 が地域ブランドづくりの に する理 は、岸本(2010)が生産者や自 体 の地域ブ

ランドづくりに して「地域ブランドの やロ を め けで ら ラスの効果が現

の を高めている地域がみら る」と ているよ に、地域ブランドづくりには 例が多い

とに して、原 が行 てい いからで る。ま 、地域ブランドが一体 を すのか地域

ブランドの研究者の間で え では い(1) め、地域ブランドがブランドで る と え し

い。 
 森尾(2016)によ 国 の農業経済学分 （本 では 業分 める）では原産地 をブラ

ンド と え、消費者に やすい産地の製品は製品差別化していると ている。 の

め、農水産物の地域ブランドの 存研究で 、 る原産地 を地域ブランドと でいる可

能性が る。 
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一 で、Kinnucan･Myrland(2003)が ル ェー産 ケの広告に して製品差別化が い めに

産地に り とを しているよ に、製品差別化が い への は 効

ので る。 し、地域ブランドづくりが産地 との のよ 活動で 、 ル ェ

ー産 ケと 様の を り す 性が高い。 
下、 では 存研究から地域ブランドをブランド とする に生 る や問題点を 理

して す。 では地域ブランドの定義が では い め地 を に 食品 般に して消

費者が する要 を 理する。 では で し 消費者の 要 が、 存研究で地域ブラ

ンドと に てはめて製品差別化が生 ているかを考察して する。 では地 を

に 食品の かで地域ブランドと る のと で い のとの いについて考察し、地域

ブランドの実 を らかにして、 の地域ブランドづくりに を与える。 
  

消費者が する を え 存研究 
 地域ブランドをブランドとする との  
 本 で地域ブランドがブランドで る とを 問視する理 は、梶原(2013)が地域ブランドには

ブランドの 能が い とを しているからで る。ま 、地域ブランドを する立 の研究

者 、地域ブランドがブランド とすると が る とを している。例え 、 ・

(2007, p.16)は「地域ブランドの実 体の かで地域ブランドに関する 理 が でい い

めに に フィードバ クを ら るのかが 問 」と ているが、 の要 には地域

ブランドが一般のブランドのよ に商 で で い とが ま る。商 で い に

はブランドとして い がブランドオー ーを 別する 能が い。 
一般に商 が めら い理 は に している者がい り、地 や製品の一般 で

りする で り、 のよ を す い が の 者を 別で い。 い

が の 者を 別で け 、Kinnucan･Myrland(2003)が し ル ェー産 ケの例

のよ に、マーケティング活動が を するよ 果に る と る。 
の とは地域ブランドの事例で で る とで、齋藤(2010, p.333)は について「小

店では地域ブランドの 証団体から 証を け と けてい い が 価 で る と

が多く、 証 の が報 てい い」問題点を している。ま 、齋藤(2011, p.40)が「実

には統一的 ブランド管理がで いのでフリーライ ーが生 る問題点が り、地域ブランド

を地域 体で管理する めに農協や食品 業 を め 協 会を る 要が る」と ている。 
のよ に、地域ブランドの 存研究では地域ブランドを一般のブランドのよ に管理で い

とが ている。しかし、 は い がブランドオー ーを 別するとい ブランドの

本的 能を地域ブランドが い とを 味している め、地域ブランドをブランドとする 存

研究には が る。 
 

製品差別化とブランドとの関  
本 が地域ブランドをブランドでは いとい は、 い が地域ブランドと る を

する行 が製品差別化の定義に てはまら いからで る。植草(1992)によると製品差別化と
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は「 の製品に して い が 定 業の製品を する とで 関 が に る と」

で る。地域ブランドでは 地域とはいえ する 業者の製品との 別がで い とが問題

視 ているの から、製品差別化に し い。 
農水産物は製品差別化してい い ィティーの 例に ら る とが一般的で るので、

梅沢(1996)や梶原(2013) は農水産物にはブランドが いと ている。しかし、農水産物マー

ケティングの 存研究では「下関の 然とら ぐ」 の がブランド と考えら ている。波

積(2002,p.40)は品 （魚 ）、生産 、原産地、 における評価が一次産品における差

別化を 成する要 で り、品質の 化（ 別）によ て一次産品のブランドに 品質 証の

能が ると えている。 の め、 業ブランドや製品ブランドとは く で、ブランドの

能が ると ている。 
らに農水産物マーケティングでは製品差別化とい 分 とは 味で ている。

(1998)によると農水産物マーケティングの 存研究では製品差別化とい は大 品に し

て高 品を する とや、 存製品との いが ニ 製品やま しい の を

する とを製品差別化と 、定義とは く 味で る。 
森尾(2016)は原産地や品 をブランド として製品差別化が るとい 農業経済学分 の 説は

の で り と している。 らに森尾によ 多 能 の事例を り

存研究の多くでは、商 の 化が生 て消費者が 能 の で出 者を 別してい

い とが関東地 では日 的に 察で に かか ら 、 事例がブランド化（製品差別化）

の成 例 と る 、ブランドや製品差別化の 味は正しく理 てい い。 の め、

国 の農業経済学分 の 存研究にはブランドや製品差別化に関する の多くに りが る。 
Kinnucan･Myrland(2003)が ル ェー産 ケの広告に 産地が りし 例を し よ に、

森尾(2016) キ イフルー や青 を例に 存製品との いが 新製品で 、 製品

に の参 者が現 、製品差別化が い めに広告に り る とを している。

ら、品 や原産地 はブランドネームでは く、 い がブランドオー ーを 別する

には ら いので、製品差別化が生 いからで る。 
、 存製品と らかに る新製品を開 する とは、市 分化マーケティング（

定し グメントに 化し 新製品を開 し り、いくつかの グメント とに新製品開 を行い

製品の を多様化 りするマーケティング行動）で て、製品差別化では い。 のよ

に農水産物マーケティングの 存研究では製品差別化と市 分化マーケティングが てい

る。 
地域ブランドの 存研究には農水産物や の 品の事例が り ら ている とが多く、

然、原産地 や品 をブランド と している研究者による文 ま る。ま 、 業製

品のMade in Japan の原産地 をブランドと とは商学分 に る。 の め、地域

ブランドの 存研究に ブランドや製品差別化に する が ると考えら る め、本 で

するので る。 
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地域ブランドとCOO効果との関  
Country of Origin効果(2)（ 下、COO効果）とは李(2008, p.55)によると製品の原産地情報が

い の 行動に与える正 の影響を す。朴(2012)によると、COO効果は1960年 から研究

ていて、1980年 には のメカニズムに して研究が行 るよ に 。Han(1989)によ

て、消費者の製品 性の評価や 業ブランドや製品ブランドへのブランド に 原産地の 効

果（ ロー効果）が影響を与える とが ている。ま 、Han(1989)は、品質 で てい

る製品で 、 ジティブ 地域イメージを ている地域で生産 、 効果を で

る とを している。 
青 (2004) が す地域ブランドに して林(2009)や (2010)は COO 効果と では いか

と ている。しかし、地域ブランドと COO 効果との関 について ている 存研究は まり

く、林や の を ける文 が い。 
COO効果とは い が つ地域イメージの影響から る 効果で る め、地域ブランドが

COO効果で る ら、ブランドのよ にブランドオー ーがい い。ブランドオー ーがい い

ら、 い に品質を 証する者が存 し い。COO効果で 、原産地 を 高品質で る

とが 証 ののよ に消費者を 、 かに生産者は品質に を と く

益を ら る。しかし、 のよ 行 が地域ブランドづくりで 、消費者を く行 で

正で る。 の め、地域ブランドの実 がブランドか COO 効果かで大 いが生 るので、

本 で考察し するので る。 
 

地 を に 食品を消費者が する要  
地 と品 の組み における問題 

地域ブランドを に地 と品 の組み と 定する とはで い。 ら、米品

の ま を地域ブランドと 、米とい 品 は に ま てい いからで

る。ま 、地 が を地域ブランド とす 、 マイ やス ティー リ ン

地域ブランドに ま るが、 存研究に マイ の を地域ブランドに めるか

かの統一し が い。 
では考察の が定まら い め、ま 本 では地 が に ま る食品 般を 下の

で つに分 し、分 とに消費者の が製品差別化による のかを らかにする。分 と

の の は にまとめ 。 し、 の分 では 存研究で地域ブランドと まり

い を め、 で地域ブランドと る に 考察を行 。 
業 や商品 ： 定 業の製品 と 別で る 。 

原産地 ： に 地 が 原産地を している 。 
品 ： と に し い （製品の や分 を す ）。 

 の つに分 する理 は、 のよ 定 業が有する と分かる のは、地域ブランドに

め いとする論者が多い め、 別が 要 からで る。 の め、 の分 には地域ブラ

ンドと る例は まり い。次に、 に ま い を地 が原産地を すか かで分

し、原産地と ま ている は に分 する。 りは の品 に分 し 。 
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原産地 に する は や魚沼産 シ カリ 、地 が原産地を す で

る。原産地 ので中国産米 、一般に消費者が ま い ま る。 

品 に する は ま や マイ のよ 品 や品 、

や長 ン ンのよ 料理や 食品を す で る。地 が原産地とは限ら いので

県産 条 が存 する。シ ン ンやカマン ール ーズ には 地域で生産し 製品に

の を いよ にする が るが、 のよ は が製品の を すと

、 産地の製品までシ ン ン と るよ に 経 から生ま ので る め、

では く に める。 

いて で地 が原産地を すとは限ら い が 製品の を す のかを説 する。

品 に する は 業 や商品 では いので、 が の を して 構 い。

生産する地域 問 いので、例え 日本国 の 食店が を して 物では い。

地域を問 の製品に を して、 い に が生 い は の製品の一般

に限ら る。 

業 や商品 原産地 品
い が 定 業

の製品 と 別で
る

で、地 が
原産地を してい

る

に に し
い （製品の
を す ）

業の 製品 産地の 製品 の製品

で る（一般
と ている

を く）
で い で い

ブランドで
証 てい

る価 （製品
差別化）

のブランドオー
ーが価 を 証

価 を 証する者が
い い め し

価 を 証する者が
い い め し

地域イメー
ジによる
効果

に る地 の
所と原産地
の 効果

原産地の 効果のみ
（製品 に地 が
ま る を く）

に原産地の 効果
で り、 に る
地 の 効果は
的

製品の
間に る

品質や 能
の い

製品が する製
品の が有する品
質や 能

製品が する製
品の が有する品
質や 能

製品が する製
品の が有する品
質や 能

の （小
店 の影

響）

小 店や 業者
への

小 店や 業者
への

小 店や 業者
への

メロン
魚沼産 シ カリ、

、大間マグロ

、 条
、カマン ール
ーズ

日本 ム、 ロル
、ジ カ

ー

フィリ ンバ 、
中国産

マイ 、 やし
中

に る地 の
所が原産地で る

に り に有
効果が る商品

で、 や に す
る と や
すい の

製品 と
る り に有

効果が る原
産地 と品 の組

に る地 の
所が原産地で る

に り に有
効果が く る品

地域ブランドと
やすい 例

地域ブランドと まり
い 例

地域ブランドと
やすい の
（地域ブランドの実

）

地 を に 食品における の分 と の
分

分 に てはめる

い にと ての

い が でブラン
ドオー ーを 定で
るか か

い
の
要
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ブランドで する製品差別化 
 論から え 、 業 や商品 に する を消費者が する のみに、製品差別化

が生 る。 ら、消費者の する行 が製品差別化の定義に するのが、 の に限ら

るからで る。製品差別化は の製品に して い が 定 業の製品を している とが

条件 ので、 や の の製品を い が する とは し い。 
本 でブランドが け 製品差別化は生 いとい は、 定 業の製品を い が 別

する めにはブランドが 要 からで る。製品差別化は実質的差 が く い で る現

が、ブランドの い けは して 要で る。Krugman･Wells (2006)によると「 い

が くて 広告している 業の を して い が する 、 い は広告をするよ

業は を にしていると する とで、 の 業の製品を する。 を にする 業は

製品は ら い と い が考えるから、広告をしている 業の製品を 」と てい

る。しかし、広告の 業 と い が 別で け 、 い は 定 業の製品を で い

ので、ブランドで の 業の製品かを 別で る 要が る。 
池尾(1997)が し つのブランドの 能(3) とに製品差別化はブランドが いと ら い理

を説 すると、第一の 能「 別の 」については、 い は広告 の 業か かをブラン

ドで 別で いと する を つけら い。第 の 能「 の 」については、広告

が出所･ を し い 点で、 い が する がい く る。第 の「 自の価 」につ

いては、ブランドによ て高ま 価 が 構では く い が を 価 ると で

い ら、 い はブランドオー ーの製品を する 味が く てしま 。 
つまり、 に する で い が する とは、ブランドオー ーが 証する価 の い

によ てブランドを 行 で る。 の め、消費者がブランドオー ーを 定で い の

製品を する行 は製品差別化には ら い。 
 
 地域イメージの 効果で するCOO効果 
 COO効果とは、原産地 の地域イメージによ て い が製品の を し り、 け り

する影響を す。 原産地 に する は地 が原産地を しているので、 の によ

て する とはCOO効果の影響で る。 く地域イメージに影響 い を いて、COO
効果は 製品を する に る。 
ま 、COO効果は製品の原産地 けで く、原料の原産地や する 業の本 地 の地域イ

メージによる影響 ま る。 の め、 に する 日本 ム の をみて日本のメー

カー と する消費者がい 、日本の地域イメージの影響を ける。 に する

様で に る地 の地域イメージの影響を消費者は ける。 らに、日本の 業がオースト

ラリ 産 を 製品を イの で生産するよ には、 つの製品に して、 の

地域イメージが影響する。一 、情報の い 国の製品や に聞 え いよ 原産地

の製品が い から けら やすく る と COO効果で る。 
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 製品カテ リー間に る 品質の いによる  
 例え 質の のに より国産 を とは COO 効果 が、 国産 のに

の より りの を とは の い ので COO 効果で 製品差別化で い。多

くの人 が大 品と 高 品を が、 の原 は高 品の品質が ているからで る。

のよ に 差 が る製品間の は製品差別化では い。 
 小田切(2001)によ 、「高 とトラ クのよ に が る製品間で い がい か

を する行 は製品差別化では い。 い が大 品より高 品を 現 は、品質差から生

る現 で る。 が 製品間で 関 が で いのは、 能や品質に 差が る め

で る」と ている。 と りの の 関 が に ら いの 、高 とトラ

クの いと 理 で、 い にと て 品質や 能 に いが るからで る。 の

め、 品 に する の製品が る要 は、製品の 間に る 能や品質の

い ので る。 
品 や製品カテ リーの は、 業 社の製品を め の製品に する一般 で る。

一般 にはブランドネームとしての 能は いので、 定 業の製品を い が 別する 能は

い。 
の一 で、 ての製品は らかの製品カテ リーに分 で る。例え ス ール を

する消費者がい 、 定の製品ブランドを していると に、 ミ ム ールとい 製

品カテ リー している。ま 、 では く国産の ールを している とを え 、

つの製品を している消費者の行動は 製品差別化、 COO効果、 製品カテ リー間に る

品質の い、 の 要 が に影響している。 
 

消費者の 要 を事例に てはめ 考察 
 業 や商品  
 業 や商品 に する は地域社会の 有物では い め、 存研究では地域ブランド

に める論者は まりい い。 の め、地域ブランドの 例に る は の分 には 本的

に いの が メロン が例 的に ま る。 
メロンが例 に る理 は商 に る。高柳(2006, p.195)によると「 は地 と

を組み の商 は原 として め か が メロン を 1993 年に

との では く けの商 を め 」と る。 は、 を し ける とで、

い から 別 る 能を に めら る例 で る。 
 メロン に 商 が る一次産品は存 するが、ブランドの 能が るとは限ら

い。例え 地域団体商 にはブランドの 能が るとはいえ い。日本放送協会(NHK)は広告を

し い めに 業 や商品 の放送を しているが、日本放送協会放送倫理委員会(2015)は地域

団体商 については一般 として と定めている。多くの人 がブランドネームと してい

い は放送して 広告に ら いからで る。 
 し 、農水産物の かでは例 的に メロン に るブランドの 能を 定で い。高

柳(2006, pp.208-209)によると「 市農業協 組 （ 下、 市農協）の組 員で け

8
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メロン の を で い えに、組 員が を農協 に出 する と に管理

ている」 め、 市農協と する立 の者が 品 を する とが い。ま 、「 物の

者に して 市農協は商 への 告を行 ている」ので 別の を つ してい

る。 
市 を経 する一般的 の 、農協や生産者が消費者に して品質 証をする とは

い。しかし、高柳(2006, pp.194-195)によ 「 市農協は 品や 物、 るいは で

の品質管理に する 情に 、本物の メロン を送る とで して 」と るよ に、

ブランドオー ーの は消費者まで でいる。 
次に、 メロン で 、COO 効果と製品カテ リー間に る 品質の いが に消費

者の 要 に ている とについて る。 に はメロン産地として有 で る め、

産のメロンで 市農協 のメロンで 消費者に る の COO 効果が る。

の は、メロンでは 地域産を 産と る産地 の 生が る とに る。 し

り に有 COO 効果は け 、 産を る経済的 益が しいので、 のよ 産地

を する 要が く る。 
一 で、 メロン は メロン、 品 のメロン の製品カテ リーに ま る。

メロン が高品質 メロンで る とが消費者の 要 で 、 は大 品より メ

ロンが ま ている と ので、 要 は製品カテ リー間に る 品質の いで る。つ

まり、 メロン が消費者に るのは、 にブランドが るからでは く、メロン産地と

しての地域イメージによるCOO効果や メロンとしての品質 する要 に ている。 
 
 原産地  
 原産地 に する で、多くの論者が地域ブランドと として魚沼産 シ カ

リ を例に考察する。 
農水産物は 地域で生産して 地域 体で農地 の条件が 一では い め、生産物 質

では く、魚沼産 シ カリ で て てが高品質に る けでは い。両角ら(2009)は魚

沼地域で 条件が多様で る とを している。 
一般によく ら ている地域別の米の食味評価は日本穀物検定協会の評価による の が、 の

検 は 者が し ン ルで行 ので る。 の め、日本穀物検定協会(2016)は米を

する業者に して「 Aの評価を け 地域の 品 の米で 、 業者が する米自体が評

価を け けでは いので、 い が A評価の米 と するよ をす 法行 に

る が る」と を している。 
ま 、高柳(2006, p.224)は、魚沼産 シ カリ の 物は 然と していると る

魚沼地域の生産 に していると ている。JAS法 の が より 化 と

はいえ、消費者の多くが魚沼産 シ カリ は最 美味しい米で ると てい ている

、 物が多く るのは で る。 ら、大して美味しく け 本物の魚沼産 シ

カリ で 小 店や 米･ し 業者は消費者からの 情を ける め、 け け に 食味

で い魚沼産 シ カリ の をやめるか、 食味米をブ ンドする産地 をするしか い

9
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からで る。 
地域ブランドの 存研究では、地域ブランドは地域社会 有のブランドで る め、自 体が管

理者の を とい 論者 いる。しかし、一般に消費者は魚沼産 シ カリ で 地域産

で ブランドオー ーがい い と しているので、魚沼産 シ カリ のに大して美

味しく か の 情を、地域ブランド からとい て自 体に し出 い。 の め、実 に

は本物で まり高品質で い魚沼産 シ カリ を す 、小 店や 米･ し 業者が

消費者からの 情に する。 
大 市部への を 定すると小 店や 米･ し 業者は地域 の業者に る可能性が高い

のに、地域ブランドの を よ が生 る原 は、魚沼産 シ カリ を消費者が

する要 が に COO 効果 からで る。ブランドで 、ブランドオー ーが を て

ブランドイメージに し 製品 け 別して する。しかし、小 店や 米・ する業者は

地域イメージに する とはで て 、地域イメージを管理する とはで い。 

魚沼地域が 質米の産地とい 地域イメージが る 、 の 効果で魚沼産 シ カリ

を 産地の シ カリ より 消費者は する。しか 、農水産物では消費者が生産者から直

するよ を いて、メーカーのブランドを して を する とが まり い。

業ブランドや製品ブランドの影響が まり い め、COO効果の影響は現 やすい。 

つまり、魚沼産 シ カリ の で 、 の一般論と く 原産地 に する製品

への消費者の 要 は製品差別化では い。魚沼産 シ カリ の 自体はブランドでは

い め、魚沼産 シ カリ を消費者が する行 は製品差別化に し い。消費者に く

ている要 は 質米産地としての地域イメージからのCOO効果で る。 

次に、 の 要 として製品カテ リー間の品質の いについて ると、魚沼産 シ カ

リ を消費者が する とは、 に品 としての シ カリ を している とで る。

の め、魚沼産 シ カリ への 要 には COO 効果 けで く、製品カテ リー間の品

質の い ま ている。 し、 自体をブランドとする製品差別化は く、消費者は小 店

や 米･ し 業者を して をしている。 

 
 製品の に する  
  品 に する では、多くの論者が地域ブランドとしている を例として考察

する。 
ま 、 がブランドでは い とを説 する。 のよ の 、

け真 製品 けで く、地 の 所 で生産し 製品 物 とい 消費者 いる。 のよ

問題を える食品の かには、生産者の組 や自 体 で品質 を してい 証を

けてマーク をつける を けている例が る。しかし、 証 のマークが る に ブ

ランドには ら い。 
ら、JAS有 のマークと 様に、マークには製品カテ リーを す 味しか いからで

る。例え 、JAS有 のマークがつい 製品を 消費者がいて 、 の現 は製品差別化では

い。 ら、消費者が する は有 農産物や の 品で て、 定 業の製品では
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いからで る。 
証 が高品質 製品に限定する で く製品差別化には ら い。 ら、 シ

カリ を一 米の シ カリ けに限定して 、製品カテ リーの分け をより 分化し

け からで る。 の め、自 体 で 製品 けを と ら るよ を

として 、 がブランドに る けでは い。 
の シ カリ で、消費者が米を する に する は小 店や 米･ し 業

者 と よ に、実 に が を や料理として する に する は、製

業者や 食店で る。 としての品質を 証するのは くまで 製 業者や 食店で

る。 シが い への 情は、 の店に し出る とが一般的で、地域ブランド からと

い て自 体に し出る とは 的に い。 
次に、 に生 る COO 効果について説 する。 は 県 で生産 る

る。しかし、地域ブランドと る製品は、地 の 所で生産 製品で いと 物

と 消費者 いるくらい、消費者は に る地 の 所で生産 製品を する とが一

般的で る。例え 、大 の製 業者が に 、大 の地域イメージからの COO
効果が生 る。しかし、消費者の多くが の本 は 県 と てい 、 地域製よ

り 製の を する め、 地域のCOO効果では ま い。 
で が 要 のは、本 の が ま る は、原産地 の地 に するCOO

効果で て、 の 自体に る地 の効果では い。 に ま る地 は、製品の

を説 する しくは の との 別の めに いら ている ので り、地 が

に る と自体が い 要 に ている けでは い。 
 のよ に、 は製品カテ リーとして消費者の に ているが、 自体

をブランドとする製品差別化は い め、消費者は製 業者や 食店を して をしてい

る。 地域より 製で る に COO 効果で ま やすいが、 の は で ま てい

る ととは ので 別が 要で る。原産地や 者と関 く、 に が消費者に

ま ているとい は、 とい の を とい とで り、ブランドロイ

ルティーとは る ので る。 
 

地域ブランドによる製品差別化についての 論 
 まで、 業 や商品 、 原産地 、 品 に分 して、 の の製品を消

費者が する とが製品差別化 のかについて考察し 。 で消費者が製品を する要 の

一般論を 理し では、A:ブランドで 証 ている価 （製品差別化）、B:地域イメージから

のCOO効果、C：製品カテ リー間に る 品質の い、D: の （小 店 の影響）の

つの要 が 的に現 る ので （ ）。 
しかし、 で地域ブランドと る に てはめてみると、製品差別化が るといえるの

は、 に する メロン のみで る。 の魚沼産 シ カリ と の では製

品差別化が い。 は、 や の は い が 定 業の製品 と 別で るブランドの 能

を い め、 の の製品を い が する行 が 定 業の製品を する とに ら
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いからで る。 
の一 で、地域ブランドの 存研究では、 業ブランドや製品ブランドは地 を でいて 、

地域ブランドから する論者が一般的で る。しかし、 メロン を地域ブランドの 例とし

て ら る とが一般的で る め、 メロン を地域ブランドと 存研究の多くに

が る。 
 

地域ブランドの実 と地域ブランドづくりとの関  
 地域ブランドづくりの の めの実  

までで 業 や商品 に する を いて、地域ブランドと る製品は製品差別

化してい い とが分か 。製品差別化してい い に広告をして 、 を する か

りに る 性を Kinnucan･Myrland(2003)や森尾(2016)が している とから、 に する

でブラン ィングや広告をして して り で る。 

一 、地域ブランドづくりは り組 人 にと ては の の効果を る とが 的

で て、 の がマーケティング論の定義に ブランドか かは 要では いで 。

しかし、 の の効果を るにして 、地域ブランドをブランドとい に づいて

行動す 、製品差別化してい い にブラン ィングをする を り す とに る。 

地域ブランドがブランドでは い ら、ブランドでは い実 に 策を よい。

の めには、地域ブランドの実 を らかにする 要が る。 で、本 では 存研究で地域ブ

ランドと る と い と する とで、地域ブランドの実 を らかにして、

地域ブランドづくりに を与える とにする。 

、地域ブランドと る と い との で地域ブランドの実 が分かるか

と え 、 までで地域ブランドと る は の分 に てはまる のと分か てい

る め、地域ブランドと る と で い を す 、 分 の中で地域ブランド

と やすい条件が分かるからで る。 

 
 業 や商品 が地域ブランドと る条件 

業 や商品 に する については、 に する の かで、 メロン

けが地域ブランド と るかを考察する。 論から え 、 メロン が地域ブランドと

る理 は 定 業の製品を してい いと ているからで る。 
定 業の製品を す は地域ブランドには め い 存研究が と で る め、商

で 市農協のメロンを す と めら メロン は、多くの論者にと ては地域ブ

ランドに し いは で る。しかし、実 には メロン は地域ブランドの 例として

る 存研究はいくつ るが、 業ブランドや製品ブランドに し、地域ブランドでは いと

する 存研究は ら い。 
と と、 メロン のよ 地 と品 の組み は商 が めら い で

るので、 原産地 に する と ていて 自然で る。ま 、梶原(2013)が
メロン は消費者に 品と 別で るよ 製品ブランドを てい いと する 、ブ
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ランドの 能に 問点 る。梶原の製品ブランドが いとい は、例え 、一般の食品スー

ーで メロン が ている のよ に、 の店で本物の メロン が

るのか しいと消費者が に、製品ブランドで消費者が本物で る とを 分けら い

と を 味する。 
に し に する で地域ブランドの 例に る が メロン に して、

日本 ム や ロル は地域ブランドでは いのかと考え 、 の いは消費者に

ているか かでは い。 るのは、 業ブランドや製品ブランド と一般に ら て

いるか かで る。 し メロン が「 市農協 」 と品質を 証するブランド

オー ーを する を え 、地域ブランドと く る可能性 る。 ら、地

域ブランドは地域 有の 産 と考えら ているので、 市農協が自らを 一のブランドオー

ー と す 、地域の 有物と にくく るからで る。 
つまり、 に する で地域ブランドと る条件は、製品差別化が い と に す

る と る とで る。 に する においての地域ブランドと る の事

は、製品差別化が では い製品の商品 で る。 の め、 に する では地域ブラン

ドと る とを 製品差別化が らに まるので、 が 業ブランドや製品ブランド

として消費者に る に し がよい。 

 

 原産地 が地域ブランドと る条件 
 原産地 に する で、地域ブランドと る と で い を分 する

は る。 は COO 効果が り にと て ラスで るか かで る。 シ カリ で

魚沼産 ら地域ブランド が、中国産 い に ま い原産地は地域ブランドと まり

い。 の いは、COO効果で る。一般に消費者が ま い原産地 は地域ブランドと

い。つまり、 原産地 に する の地域ブランドの実 は、 り に有 COO
効果が る原産地 と品 の組み で る。 

で 質米の産地として ら ている魚沼地域で 、 ての米が高品質に ら い とや、「魚

沼産」とい は高品質を 証してい い とを よ に、魚沼産 シ カリ にはブラ

ンドとしての 能は い。 品質の ら、魚沼産 シ カリ が 地域産の シ カリ

より る要 はCOO効果で る。 
原産地 に する の実 を消費者に やすくするには、 り に有 COO

効果が く る とが ま る。 の めには、 地域産で 地域より 食味がよく る

の地域イメージを消費者が くよ に る 要が る。 し、低品質 製品を 大 地域イ

メージによ て高い価 で しよ とする行 は消費者を く ので る。ま 、地域イメージ

の 生 で る自然 、産業集積、 は に 変で る のでは いので、 り に

のよいCOO効果を る とは広告 で にで る とでは い。 
 
 品 や製品カテ リーが地域ブランドと る条件 
 品 に する で、地域ブランドと る と で い との いは に
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ま る地 が原産地で る のCOO効果に る。 の は製品の を す ので る め、

地 の 所で生産し 製品が る。問題は地 の 所が本 の のとして ま るかで る。 
 に る地 の 所で生産 製品が消費者に る COO 効果が る が地域ブラ

ンドと る。例え 、 、長 のよ に に る 所で生産し 製

品がよく ま る のは地域ブランドと る。 の一 で、 産 マイ や 産

エ のよ に地 の 所の生産物を消費者が 別視し い例では まり地域ブランドと い。

ま 、 やス ティー リ ンのよ に日本国 で 国の地 を て をし 製品

の 、地 の 所が本 に ら いので地域ブランドとは まり い。 
の め、 品 に する で、地域ブランドと る の実 は地 の 所が原産

地で る に り に有 COO 効果が る品 で る。消費者が地 の 所を のは

の製品の 地で る の地域イメージが るからで る。 
に する を地域ブランドと るよ にするには、 の製品が 地域で 生産

るくらい 地域で 人 に る 要が る。 の が け 、消費者が本 の製品と する

が い。次に 産地と して本 の製品が 別視 るには、 原産地 に する

と く、 り に有 COO効果が く る 要が る。 し、COO効果を くする とは

原産地 に する と 理 で では い。ま 、製品の価 を 大 地域イメージ

によ てつり よ とする行 は消費者を く と ので、地域イメージ 変の実行は で

い。 
 

地域ブランドづくりの 原  
 地域ブランドの実 は、 業 や商品 を いてブランドでは い。 業ブランドや製品ブラ

ンドを地域ブランドに め いとすると、地域ブランドと る は 原産地 と 品

に し、製品差別化してい い。ま 、 に する地域ブランドで る メロン の

原産地 と ている めに地域ブランドと ていると考え 、地域ブランドは製品

差別化してい いと ている を している とに る。 
 地域ブランドと る製品の と が製品差別化してい い 、地域ブランドづくりでロ

マークを定め り、広告し りする行 は製品差別化してい い へのブラン ィングに る。

の め、地域ブランドがブランドで る とを にし 活動は まり効果が め 、 例が

多く るのは 然で る。 
  

論 
本 の 的は地域ブランドづくりの は、製品差別化してい い にブラン ィングしてい

る とが原 で る とを らかにする とで る。 の め、地 が に ま る食品 般を

業 や商品 、 原産地 （ で地 が原産地を す ）、 品 （ に

に し い ）の つに分 して、 を消費者が する要 が製品差別化で る

のかを考察し 。 
 考察し 果、 の で消費者が する行 は 定 業の製品を する とに ら
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い め、製品差別化が生 い。 と の は、 定 業の製品を い で る め、

にブランドの 能は く、消費者に品質を 証しているブランドオー ーはい い。 

 らに地域ブランドと る と で い について 考察すると、 分 で 下の

よ が地域ブランドと ている。 業 や商品 に する では、製品差別化が

る とが で や の と やすい商品 。 原産地 では、 り に有

COO効果が る原産地 と品 の組み 。 品 では地 の 所が原産地で る に

り に有 COO効果が る品 。 
に する で や に する と している者にと ては、 の の製品は製

品差別化してい いと している とに る め、地域ブランドは 本的に製品差別化してい

い を している とに る。 

地域ブランドと る の と が製品差別化してい い 、地域ブランドづくりは製

品差別化してい い にブラン ィングに る。製品差別化してい い へのマーケティング

は Kinnucan･Myrland(2003)や森尾(2016)が しているよ に、 者 する のに り、

まり効果的では い。 の め、地域ブランドがブランドで る とを にし 活動は まり効

果が め 、 例が多く るのは 然で る。 

 

                                       
(1)Hankinson(2001)が「地域ブランドの定義は多 に り で る」 ている とをは め、 の研究者

地域ブランドの定義が とい を ている。 

(2)文 によ ては原産国効果、原産地効果、原産国イメージ効果 と訳 ている。 お、本 の中では とす

る地域が国 より小 い め、 文 中に る「原産国イメージ」とい 現は て「地域イメージ」に

えている。日本 の文 では朴(2012)や恩蔵(1997)に ーが る。 

(3) のブランドの 能は池尾(1997)がAaker(1991)を参考に 理し ので る。 
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A Study about the Product Differentiation in Foods 

Which have a Place Name inside Their Own Name: 
For the Solution of the Cause That Building Place Brand is Easy to Fail in 
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Abstract 
It is to make clear that the purpose of this paper is because the cause that building place 

brands is easy to fail in is branding without product differentiation. 
Therefore, this paper classified the food which included the place name in the name in 

following three and considered it whether there was product differentiation in each 
classification. 
(1) company names or trade names of goods, (2) place of origin, (3) product names. 
As a result, the most of the name called the place brand were classified in (2) or (3), most 

consumers prefer products of those names by country of origin effects. 
By the name called a place brand, consumers cannot distinguish the brand owner, because 

there is not product differentiation. 
Because a place brand is not a brand, there are many failure examples nevertheless many 

people intend to build place brands. 
 

Keywords 
Place Brand, Functions of Brands, Product Differentiation, Country of Origin Effect, 

Market Segmentation 
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